
　　　　

2024 年 9 月 1 日

9 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

（別添資料１）

支　援　内　容

・毎日のバイタルチェック(検温等 2～3回/日)を実施し、一人一人の健康状態を把握していきます。普段と違う様子が見られた
時は、状態観察、必要な処置(クーリング等)を行い、家族・関係各所に連絡をとり対応します。
・バイタルチェックなど、必要な対応を行う際には、意思表示が難しい子どもの特性や発達の過程を考慮して心身の異変に気付
けるよう、細やかな観察を行います。
・健康な心と身体を育て、健康で安全な生活ができるよう支援します。
・安全、安心な入浴ができるようにこまめに観察をしていきます。
・食事形態や口腔機能、感覚などに配慮しながら楽しく食事ができる環境を整え病気の予防や安全にも配慮して行きます。
・感染予防・衛生指導(手洗い、手指消毒、うがい、食事訓練、排泄訓練)
・医療的ケアと手順のポイントをご家族の意向に沿って行います。
・利用者さんの身体の清潔を保ちます。(ミスト浴、こまめな排泄介助、口腔ケア)

・日常生活に必要な姿勢を快適に保てるよう支援します。
・遊びや活動を通して様々な姿勢や体の動かし方を経験し、運動発達を促します。
・障害の特性に配慮して時間や空間などを本人に分かりやすく構造化し、見通しをもって取り組める工夫をします。
・視覚、聴覚、触覚などの感覚を十分に活用しながら、味覚、嗅覚も使って五感のすべてを感じられるような遊びを提供しま
す。
・季節に応じた、さまざまな活動(お散歩・音楽・制作など)を通して学習できるよう支援します。

本
人
支
援

支援方針 個々にあった時間の過ごし方、空間を用意し、気持ちよく過ごし、人と人との交流の中で、育ちあう支援を行います。

営業時間 送迎実施の有無 ※学校から事業所間のみ

法人（事業所）理念
どこに住んでいても、医療的ケアが必要な子どもたち重症心身障害のある子どもたち、その家族、関わる人、ひとりひとりが、
自分らしく、ごきげんに、活き活きと過ごせるスペースをみんなでつくり、それを拡げていきます。

事業所名 ごきげんスペースうえだ 作成日支援プログラム（参考様式）



認知・行動

言語
コミュニケー

ション

人間関係
社会性

主な行事等
・季節の行事(お花見・夏祭り・運動会・クリスマス会・節分など
・外出活動(ドライブ・公園・電車など)
・ピアノ音楽会(年2回程度)

家族支援

・日々の様子や利用時の様子、ご家族の様子を共有し
ます。
・保護者様同士の交流の機会を提供します。
・医療的ケアに対しての相談、助言。

移行支援
・就学に向けての移行や卒業までの進路に向け
て、地域の保育園、児童発達支援センター、支援
学校や関係機関との連携を図ります。

地域支援・地域連携
・相談支援事業所や保育園、学校関係、他の通所事業
所との情報交換を行い、より良い支援につなげていき
ます。

職員の質の向上
・内部研修・外部研修に積極的に参加して職員の
質の向上に努め、業務改善を行いながら各職種の
専門性を活かせるような環境づくりに努めます。

本
人
支
援 ・遊びや活動を通して五感及び平衡感覚などを使っていろんな刺激を経験し、そこで感じたことを個々の方法で表現できるよう

支援します。
・制作活動をし、手先や指先を使用することでものを介した感覚を認知して作品を作り上げる喜びや達成感を味わう。
・年間を通して、季節に応じた行事を体験することで季節の流れや時間の流れを感じることが出来るよう支援します。
・打楽器やピアノなど音楽を取り入れることで聴覚の発達を促します。

・遊びや活動の中で、自分の意思が表現できるよう個々にあった様々なサイン・手段を提示し他者とのコミュニケーションの方
法を模索します。
・簡単なあいさつや会話など、スムーズにコミュニケーションができるよう支援します。
・指さしや身振り、サインなど活用して、その場の環境の理解、意思の伝達ができるよう支援します。
・周りからの声に耳を傾けて視覚で認知することを意識づけて他者から反応が得られる喜びや自己表現を他者に伝える喜びを知
ることで意思疎通を体験します。

・遊びを通じて模倣行動を促し、自己理解・他者理解を養います。
・感覚運動から象徴遊びを通じて社会性の発達を支援します。
・スタッフと関わる事により、信頼関係を築き安心して利用できるよう支援します。
・未就学児から成人まで異なる年齢の子どもたちが時間を共にすることで、コミュニケーション力や社会性の発達を促します。


